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京
都
伏
見
の
醍
醐
寺
は
、

千
百
年
余
も
前
に
開
か

れ
た
真
言
密
教
の
名
刹

で
あ
る
。
こ
こ
は
上
醍
醐
と
下

醍
醐
か
ら
な
る
修
験
の
地
で
、

今
も
多
く
の
人
々
が
教
え
を
学

び
平
安
を
祈
る
▼
こ
の
地
は
ま

た
「
秀
吉
の
花
見
」、
す
な
わ

ち
「
醍
醐
の
桜
」
で
名
高
く
、

毎
年
ゆ
か
り
の
行
列
が
再
現
さ

れ
る
け
れ
ど
、
上
醍
醐
の
拝
殿

の
横
か
ら
湧
き
出
る
水
を
「
醍

醐
味
」
と
絶
賛
さ
れ
て
寺
名
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
つ

と
に
興
味
を
引
く
伝
え
で
あ
る

▼
仏
教
語
で
は
牛
や
羊
の
乳
か

ら
精
製
す
る
液
体
の
こ
と
を

「
醍
醐
」
と
い
う
が
、
美
味
し

さ
た
る
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
似
た

も
の
で
あ
る
と
知
れ
ば
、
な
る

ほ
ど
と
頷
け
る
。
こ
の
「
醍
醐

味
」
を
私
た
ち
は
日
常
、
物
事

の
本
当
の
面
白
さ
、
深
い
味
わ

い
、
神
髄
の
意
と
し
て
用
い
る

▼
府
内
最
古
の
木
造
建
築
物
の

五
重
塔
は
じ
め
、
御
堂
、
仏
像
、

絵
画
な
ど
の
寺
宝
に
接
す
れ
ば
、

数
百
年
、
千
年
を
超
え
る
古
を

追
体
験
で
き
る
「
醍
醐
味
」
の

境
地
に
至
っ
て
、
大
い
に
元
気

づ
く
の
で
は
な
い
か
。

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
は
、
三
月
二
十
八
日
に

臨
時
総
会
を
開
き
、
新
年
度
の
重
点
五
項
目
、
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
を
決
定
し
た
。

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長

は
「
商
工
会
地
区
で
は
地
域
経
済

の
維
持
・
発
展
が
危
惧
さ
れ
る
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
新
年

度
は
、
地
域
経
済
全
体
が
元
気
に

な
る
政
策
、
す
な
わ
ち
企
業
行
動

を
前
向
き
に
さ
せ
、
経
営
基
盤
や

財
務
体
質
の
健
全
化
、
成
功
企
業

の
輩
出
に
向
け
た
商
工
会
の
経
営
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２　地域資源を活用した中小企業の取組
み支援について

３　元気な商工会地域づくり支援事業事
例発表会、人事異動

４　商工会元気シリーズ　モデル商店
５　地域活性化ＮＥＷＳ、アドバイス経
営、早期転換・再挑戦支援窓口開設

６　めざせ経営革新、ワンポイント税務
７　アスベスト健康被害救済のための
「一般拠出金」について、商業統計
調査、健康保険の標準報酬月額の改
正について、各種検定日程表

８　５月各地イベント案内

指
導
、
相
談
の
充
実
・
強
化
、
さ

ら
に
は
会
員
企
業
の
意
欲
的
な
経

営
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
重

点
項
目
を
柱
と
し
て
積
極
的
に
推

進
し
た
い
。
ま
た
、
組
織
の
刷
新

と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
工
会

合
併
等
推
進
計
画
に
基
づ
く
合
意

形
成
を
踏
ま
え
て
、
商
工
会
の
合

併
支
援
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
池
田
進
県
商

工
労
働
部
次
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
宅
間
庄
川
町
商
工
会
長
を

議
長
に
選
出
し
て
、
十
九
年
度
事

業
計
画
、
予
算
な
ど
八
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

　

臨
時
総
会
後
、
十
八
年
度
の
各

共
済
の
目
標
達
成
商
工
会
と
募
集

に
顕
著
な
実
績
を
上
げ
た
職
員
に

表
彰
を
行
っ
た
。

新
年
度
の
重
点
項
目

①
経
営
指
導
、
相
談
支
援
の
充
実

②
起
業
・
経
営
革
新
支
援

　

団
体
表
彰

○
商
工
貯
蓄
（
十
六
商
工
会
）

　

小
矢
部
、
入
善
、
福
岡
町
、
城

端
、婦
中
町
、戸
出
、庄
川
町
、中

田
、
大
山
、
水
橋
、
和
合
、
山

田
、八
尾
町
、利
賀
村
、井
口
、舟

橋
村

○
会
員
福
祉
（
四
商
工
会
）

　

小
矢
部
、
福
岡
町
、
城
端
、
井
口

　

個
人
表
彰

○
商
工
貯
蓄
（
二
組
三
人
）

　

城
端
商
工
会　
　

北
清
俊
一

　
　
　

〃　
　
　
　

島
田
美
智
子

　

小
矢
部
商
工
会　

若
井
孝
裕

○
会
員
福
祉
（
一
人
）

　

福
岡
町
商
工
会　

中
村
治
美

③
産
業
振
興
対
策
の
展
開

④
商
工
会
組
織
再
編
・
活
性
化

⑤
財
政
基
盤
の
強
化

十十
八八
年年
度度
各各
共共
済済
表表
彰彰

商
工
会
の
合
併
再
編
を
進
め
る
と

挨
拶
す
る
石
澤
会
長　
　
　
　
　

（（五五箇箇山山商商工工会会地地域域））

　
新
年
度
重
点
項
目
決
ま
る

臨
時
総
会

新新
年年
度度
重重
点点
項項
目目
決決
まま
るる
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福祉共済があなたの　
暮らしをまもります。

わずかな掛金で事故や
ケガを補償します。　

掛金・共済金は、
年齢・性別・職種に
関係なく一律！

充実した
入院・通院補償！

国内外・２４時間
フルカバー！

手術にも
手厚い補償！

高水準の入院補償と
死亡補償を両立！

月々２，０００円の掛金で
ビックな補償�

プラス、月々１，０００円で
医療特約セットが可能！

お申込み・お問い
合わせはお近くの
商工会へ
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県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文

会
長
）、
同
青
年
部
連
合
会
（
橋
本

政
勝
会
長
）、
同
女
性
部
連
合
会

（
夏
野
麗
子
会
長
）
は
三
月
二
十

八
日
、
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催

し
た
。
本
事
業
は
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
県
の
支
援
を
受
け
て
実
施

し
た
提
案
公
募
型
事
業
で
あ
り
、

県
内
の
青
年
部
・
女
性
部
の
元
気

な
提
案
事
業
九
事
業
が
採
択
さ
れ
、

そ
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、
約
二

０
０
名
の
青
年
・
女
性
部
員
が
各

地
の
先
進
的
、
独
創
的
な
事
業
を

学
ん
だ
。

　

発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
プ
レ
ゼ
ン
方

式
で
事
業
の
経
過
や
成
果
に
つ
い

て
視
覚
に
う
っ
た
え
る
発
表
を
行

い
、
成
果
物
等
を
用
い
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
行
っ
た
。
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中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
新たな資金調達に　→　中小企業特定社債保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
事 業 の 再 生 に　→　事 業 再 生 保 証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　ＴＥＬ　（０７６）４２３－３１７１
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/
高岡相談室　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル８階）
　　　　　　　　　開設日　火曜日及び木曜日
　　　　　　　　　ＴＥＬ　（０７６６）２１－６８２０

場所　富山県中小企業研修センター１階
　　　富山市赤江町１番７号
面積　約１８０㎡（１８００円／㎡）　　用途　飲食、事務所等

＊分割利用について応相談

お問い合わせ先
富山県商工会連合会 振興課

℡076-441-2716
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呉
羽
商
工
会
青
年
部
は
、「
呉
羽

な
し
」
の
現
状
、
将
来
像
、
新
た

な
活
用
法
に
つ
い
て
の
発
表
を
行

い
、
学
生
、
呉
羽
な
し
生
産
者
、

青
年
部
員
が
行
っ
た
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
の
成
果
と
し
て
、
呉

羽
な
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ガ
ラ
ス

製
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
、
呉
羽

な
し
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
参
集
者
に

紹
介
し
た
。
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
十
名
程
度
に
試
食
を
行

い
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
青

年
部
と
女
性
部
か
ら
も
、
熱
意
あ

ふ
れ
る
二
事
業
の
発
表
が
あ
り
、

射
水
市
の
四
青
年
部
実
施
の
仮
想

創
業
研
修
会
に
つ
い
て
、
前
田
大

島
青
年
部
長
が
発
表
。
前
田
部
長

は
、「
経
営
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

を
、
身
近
な
商
工
会
や
経
営
指
導

員
に
も
っ
と
相
談
す
る
必
要
性
を

感
じ
た
」
と
仮
想
創
業
研
修
会
の

成
果
を
報
告
し
た
。

　

発
表
終
了
後
、
県
商
業
流
通
課

の
善
田
課
長
補
佐
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
つ
い
て
の
講
評
が
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
引

き
続
き
十
九
年
度
も
実
施
す
る
。

先
進
的
、
独
創
的
な

事
例
を
学
ぶ

〈
連
合
会
〉

連
合
会
事
務
局
次
長　

舟
橋
村
併
任

　
　
　

大
上　

和
雄

専
門
経
営
指
導
員

　
　
　

平
井　
　

亨（
婦
中
町
）

経
営
指
導
員

　
　
　

山
田　

哲
雄（
研
修
生
）

【
事
務
局
長
兼
経
営
指
導
員
】

朝　

日　

町

　
　
　

木
村　

幸
夫（
主
席
指
導
員
）

大　
　
　

山

　
　
　

高
島　

信
一（
局
長
心
得
）

水　
　
　

橋

　
　
　

荒
川　
　

清（〔
主
席
〕指
導
員
）

呉　
　
　

羽

　
　
　

海
老
江　

渉（
主
任
指
導
員
）

大　
　
　

島

　
　
　

小
林　
　

誠（
局
長
心
得
）

大　
　
　

門

　
　
　

高
田　

正
二（〔
主
席
〕指
導
員
）

中　
　
　

田

　
　
　

橘　
　

邦
雄（
局
長
心
得
）

福　

岡　

町

　
　
　

中
山　

清
二（〔
主
席
〕指
導
員
）

【
経
営
指
導
員
】

（
★
印
は
主
席
、☆
印
は
主
任
経
営
指
導
員
）

下
新
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議
会

　
　
　
　
　

二
川　

正
秋
★（
和　

合
）

朝 
日 
町　

小
林　

光
義　
（
入
善
町
）

入 
善 
町　

田
原　

明
人　
（
下
新
川
）

大
沢
野
細
入　

森
井　

信
雄
☆（
連
合
会
）

婦 
中 
町　

山
尾
憲
一
郎
★（
大
沢
野
細
入
）

水　
　

橋　

吉
川　

正
樹　
（
中
新
川
）

水　
　

橋　

前
田　

主
税　
（
朝
日
町
）

和　
　

合　

山
田　

尚
美　
（
補
助
員
）

呉　
　

羽　

篠
田　

千
春　
（
小　

杉
）

小　
　

杉　

松
島
美
千
代　
（
連
合
会
）

大　
　

門　

小
幡　

知
之　
（
水　

橋
）

戸　
　

出　

川
田　

直
毅　
（
小　

杉
）

福 
岡 
町　

若
井　

孝
裕　
（
小
矢
部
）

福　
　

光　

棚
田　

仁
志　
（
福　

野
）

福　
　

野　

水
本　
　

積　
（
福　

光
）

【
補
助
員
】

朝 
日 
町　

井
上
有
希
子　
（
宇
奈
月
町
）

入 
善 
町　

草
島　

恵
子　
（
朝
日
町
）

宇
奈
月
町　

岡
本　

裕
子　
（
入
善
町
）

婦 
中 
町　

池
口　

泰
子　
（
記
帳
専
任
）

和　
　

合　

宮
本　

敬
子　
（
呉　

羽
）

呉　
　

羽　

檜
木　

純
子　
（
婦
中
町
）

戸　
　

出　

泉　
　

徳
子　
（
記
帳
専
任
）

小 
矢 
部　

山
本
久
美
子　
（
戸　

出
）

【
記
帳
専
任
職
員
】

戸　
　

出　

新
原　

貴
子　
（
下　

村
）

〈
再
任
用
・
嘱
託
専
門
指
導
員
〉

朝 
日 
町　

平
木　

利
明　

〈
採
用
・
嘱
託
専
門
指
導
員
、合
併
担
当
〉

富
山
市
北
部
商
工
会
合
併
促
進
協
議
会

　
　
　
　
　

明
官　
　

勲　

射
水
地
区
商
工
会
合
併
協
議
会

　
　
　
　
　

藤
野　

英
麿　

〈
そ
の
他
・
事
務
局
長
を
解
く
〉

福 
岡 
町　

石
沢　

紘
一　

〈
退
職
〉（
三
月
三
十
一
日
付
）

藤
井　

敏
夫
＝
呉　

羽
、事
務
局
長

平
田　

愛
子
＝
入
善
町
、記
帳
専
任
職
員

立
道
貴
美
代
＝
八
尾
町
、記
帳
専
任
職
員

◆
人
事
異
動
◆

（
四
月
一
日
付
）

（　

）
内
は
旧
所
属
先
等

青青
年年
部部
・・
女女
性性
部部
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昭
和　

年
、
両
親
か
ら
引
き
継

６１

い
だ
土
産
店
か
ら
、
喫
茶
店
を
創

業
し
た
。

　

宇
奈
月
町
商
工
会
経
営
指
導
員

を
退
職
し
た
後
の
大
き
な
決
断
だ

っ
た
。

　

店
の
雰
囲
気
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

知
人
を
頼
っ
て
の
パ
リ
決
意
旅
行
、

１
ヶ
月
の
滞
在
時
に
美
術
館
・
レ

ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
巡
り
で
培
っ

た
舌
と
セ
ン
ス
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
、
き
ら
り

と
光
る
談
話
室
、
オ
ー
ナ
ー
能
勢

実
が
想
い
を
語
る
。

　

ゲ
ド
ラ
イ
ゼ
通
り
９
番
地
（
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
地
）
と
宇
奈
月

温
泉
お
も
か
げ
通
り
入
口
に
立
地

す
る
自
宅
と
重
ね
て
見
た
。
ブ
レ

ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
Ｇ
１
（
最
上
級
）
を
使
用
し

て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
も
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
初
恋
の
人
と
さ
れ
る
「
マ

リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
」
の
名
を

冠
し
た
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
な
ど

随
所
に
遊
び
心
を
活
か
し
て
い
る
。

　

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た

い
。
常
連
の
皆
様
を
は
じ
め
、
友

人
・
知
人
も
数
多
い
。
著
名
人
で

は
、
鮫
島
有
美
子
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）、

秋
川
雅
史
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）、
古

澤　

巌
（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）
他

音
楽
関
係
の
皆
様
、
名
器
ス
ト
ラ

デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
も
ご
来
店
、
芸

術
家
、
俳
優
、
様
々
な
分
野
の
皆

様
方
、
ご
丁
重
に
お
礼
状
も
い
た

だ
く
。
ま
た
、
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
現
場
に
も
度
々
登
場
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
出

会
い
を
大
切
に
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

　

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
舞
台
と
な
っ
た
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ

と
宇
奈
月
を
重
ね
て
い
る
。

　

う
な
づ
き
湖
、
黒
部
峡
谷
、
大

原
台
、
セ
レ
ネ
ホ
ー
ル
美
術
館
な

ど
す
べ
て
の
周
囲
環
境
が
類
似
し

て
い
る
と
自
認
す
る
。
こ
れ
か
ら

の
街
づ
く
り
で
様
々
な
人
と
の
出

会
い
と
交
流
が
増
え
温
泉
街
が
活

性
化
す
る
こ
と
。
黒
部
市
と
ザ
ル

ツ
ブ
ル
グ
（
世
界
遺
産
）
が
姉
妹

都
市
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
…
…
。

　

昨
年
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
２

５
０
周
年
と
当
店
創
業　

周
年
を

２０

��������	
������������

��������������������

ヨーロッパの雰囲気が漂う
「出会いを大切する」温泉街の喫茶店

オオーーナナーー
能能 勢 実勢　 実

併
せ
、
当
店
を
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

生
家
と
見
立
て
て
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
と
題
し
た

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
で
き
た
。

多
く
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
あ
ら

た
め
て
温
か
く
人
々
に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

味
へ
の
想
い

�店　　名
　コーヒーハウス　モーツァルト
�創　　業
　昭和６１年７月１２日
�オーナー
　能勢　実・由美子　夫妻
�住　　所
　黒部市宇奈月温泉２９４－１
�Ｔ Ｅ Ｌ
　０７６５－６２－１２５５
�営業時間
　ＡＭ８：００～ＰＭ７：００
　不定休

人
へ
の
想
い

街
へ
の
想
い

終
わ
り
に
想
う

国民生活金融公庫の貸付金利

金　利名　　　称金　利名　　　称

３．７％
新創業融資制度（無担保
無保証人、１９年度～融資
限度額１，０００万円）

２．２％経営改善貸付
（無担保無保証人）

２．５％セーフティネット貸付２．５％普通貸付

３．１５％
第三者保証人等を不要
とする融資（１９年度～融
資限度額２，０００万円）

１．４％～２．５％新企業育成貸付

２．５％～３．２％企業再生貸付１．４％～２．５％企業活力強化貸付

ご利用の相談は、お気軽に近くの商工会へどうぞ

（４月１１日現在）

住　所　黒部市宇奈月温泉２９４－１
ＴＥＬ　０７６５－６２－１２５５

株式会社
�����������	
	��
��������	��

は
全 国 ど こ で も
（全国の信金・銀行・信組・郵便局・JA・コンビニなど）

ＡＴＭご利用手数料
無料 !!
（振込手数料は除く）
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商
品
価
格
の
改
革
を
真
剣
に
取

り
組
む
機
会
で
あ
る
。
物
価
の
上

昇
が
経
済
活
動
に
強
く
要
請
さ
れ

る
時
代
で
あ
る
か
ら
、
景
気
の
回

復
が
浸
透
し
て
き
た
今
こ
そ
、
極

め
て
重
要
な
経

営
戦
略
で
あ
る
。

　

人
口
の
静
止

が
顕
著
に
な
つ

て
今
後
、
総
消
費
が
伸
び
な
い
日

本
で
は
、
出
店
や
売
場
の
改
装
拡

大
に
よ
る
売
り
上
げ
の
増
大
以
外

に
は
「
商
品
価
格
の
引
き
上
げ
」

か
、
競
争
的
に
「
商
圏
内
の
シ
ェ

て
は
、
買
い
手
の
納
得
は
得
ら
れ

な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
分
か
り
き

っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
安
売
り
を

基
本
と
し
た
大
売
出
し
に
頼
っ
て

き
た
の
は
、「
不
況
期
に
は
低
価
格

販
売
こ
そ
販
売
促
進
活

動
」
と
い
う
鉄
則
に
徹

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、「
良
い
品
な
ら

ば
価
格
の
上
昇
も
納
得
」
と
い
う

消
費
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
今
、
販
売
商
品
の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
と
売
り
方
の
改
善
に
取

り
組
む
機
会
な
の
で
あ
る
。

ア
を
確
保
す
る
販
売
促
進
活
動
」

の
他
に
は
、
有
効
な
収
益
増
の
手

段
は
無
い
。

　

商
品
の
値
上
げ
改
革
に
は
当
然
、

店
舗
の
清
潔
・
清
掃
の
徹
底
に
始

ま
り
、
店
内
外
に
明
る
さ
が
必
要

で
あ
り
、
広
告
の
強
化
、
温
か
な

接
客
態
度
な
ど
も
大
切
で
あ
る
。

従
来
と
同
じ
品
揃
え
、
陳
列
、
売

り
方
で
、
商
品
だ
け
を
値
上
げ
し

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
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大
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南
砺
市
内
の
魅
力
再
発
見
を
基

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
図

る
自
主
的
組
織
の
ヨ
ス
マ
倶
楽
部

（
川
合
声
一
会
長
）
は
、
地
元
の

歴
史
、
文
化
、
特
産
品
、
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
南
砺
里
山

街
道
」
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
が
掲

載
さ
れ
、
南
砺
市
の
旧
八
町
村
の

魅
力
を
伝
え
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

各
地
の
祭
り
な
ど
も
紹
介
し
て
い

る
。

　

南
砺
ヨ
ス
マ
倶
楽
部
は
、
平
成

十
七
年
六
月
に
発
足
。「
南
砺
里
山

街
道
」
構
想
の
下
、
互
い
に
紹
介

し
合
う
こ
と
で
地
域
全
体
の
交
流

人
口
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」「
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
多
彩
な

活
動
を
展
開
中
で
あ
る
。

　

今
年
度
も
、「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
」
や
「
里
山
伝
承
料
理
街
道
」

な
ど
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
メ
ン
バ
ー
の
施

設
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、

地
域
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
に
精

通
し
た
人
物
源
の
発
掘
を
行
い
、

来
訪
さ
れ
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
を

活
用
し
、
目
的
に
合
う
よ
う
な
ツ

ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
組
織

を
一
回
り
大
き
な
も
の
に
し
て
、

よ
り
活
発
に
展
開
す
る
た
め
、
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

の
申
請
を
準
備
し
て
い
る
。
福
光

商
工
会
が
平
成
十
八
年
度
か
ら
県

商
工
会
連
合
会
の
地
域
活
性
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
む
ら
お
こ
し
支
援

事
業
）
を
利
用
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

設
立
の
指
導
中
で
あ
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め
た

平
成
十
九
年
一
〜
三
月
期
の
景
気

動
向
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商
工

会
地
域
中
小
企
業
の
今
年
一
〜
三

月
期
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（「
好

転
」
―
「
悪
化
」
企
業
割
合
の
差
）

は
△
二
七
・
二
で
前
回
調
査
十
二

月
比
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
好
転
し

た
が
、
製
造
業
、
小
売
業
が
悪
化

し
た
為
で
あ
る
。

１
‐
３
月
期
、全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ

マ
イ
ナ
ス　

・
2

27
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��������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������������������

��
�
��

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
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▼▼
地地
域域
活活
性性
化化

ＮＮ
ＥＥ
ＷＷ
ＳＳ
▲▲

南砺市福光１３７６
TEL（０７６３）５２－１０７２　FAX（０７６３）５２－１０７４

���������			

�����������	

����������������������������������������������������������������
５月下旬～６月上旬（予定）

太陽をいっぱい浴びたみずみずしいいちごが味わえます。

南砺市土生新2205　�55-1991
お問合せ　福光観光協会　�0763-52-0755

南
砺
ヨ
ス
マ
倶
楽
部
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
://ysm

c.nanto
e.co
m
/
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県
商
工
会
連
合
会
は
、

事
業
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
中
小
企
業
の
事
業

の
早
期
見
直
し
や
、
廃

業
を
経
験
さ
れ
た
個
人

の
方
の
再
起
業
等
に
つ

い
て
、
必
要
に
応
じ
て

中
小
企
業
診
断
士
、
税

理
士
、
弁
護
士
等
の
専

門
家
に
よ
る
相
談
が
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
早
期
転
換
・
再

挑
戦
支
援
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

事
業
継
続
の
判
断
の
つ
き
に
く

い
中
小
企
業
者
、
廃
業
経
験
を
活

か
し
て
再
起
業
を
目
指
す
方
は
ご

利
用
下
さ
い
。

早期転換・再挑戦
支援窓口開設（５月下旬）

富山県南砺市（福光）川合田

TEL0763（52）0821
http://www.kawaidaonsen.com/

���
����

春
の
味
わ
い（
一
例
）

�����������
�����������
�����������
�����������
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る
た
め
に
、

「
付
加
価
値

を
高
め
る
新

た
な
事
業
へ

の
取
り
組

み
」
が
必
要

で
あ
る
と
の

見
解
に
達
し

た
。

�
取
組
の
内

容
　

新
規
事
業

は
、
客
先
か

ら
収
集
時
に

更
生
用
の
タ

イ
ヤ
（
廃
タ
イ
ヤ
）
を
引
き
取
り
、

加
工
の
う
え
販
売
を
行
な
う
こ
と

で
、
付
加
価
値
を
高
め
る
と
と
も

に
売
上
の
拡
大
を
図
る
も
の
。

　

製
造
関
連
の
投
資
は
、
他
県
の

事
業
者
が
廃
業
す
る
た
め
、
タ
イ

ヤ
更
生
用
施
設
一
式
を
取
得
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
施
設
を

当
社
の
製
造
ラ
イ
ン
に
付
加
し
、

従
来
ま
で
の
業
務
で
あ
る
収
集
運

搬
・
処
理
業
務
と
生
産
拠
点
を
一

つ
に
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
更
生
タ
イ
ヤ
製

造
分
野
に
進
出
す
る
。

　

現
在
県
内
に
は
更
生
タ
イ
ヤ
を

製
造
販
売
す
る
事
業
者
は
存
在
せ

�
企
業
の
概
要

　

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
・
処
理

（
廃
タ
イ
ヤ
）
及
び
代
表
者
の
目

利
き
（
燃
料
用
と
更
生
用
タ
イ
ヤ

を
区
分
）
能
力
に
よ
り
更
生
用
タ

イ
ヤ
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
。

と
り
わ
け
更
生
用
タ
イ
ヤ
の
販
売

は
代
表
者
の
属
人
的
能
力
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
当
社
独
自
の
収

益
源
と
見
ら
れ
て
い
た
。

�
経
営
革
新
取
り
組
み
の
経
緯

　

廃
タ
イ
ヤ
の
運
搬
・
処
理
は
近

年
、
同
業
他
社
に
よ
る
価
格
競
争

の
激
化
に
よ
り
経
営
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
社
と
し

て
も
、
こ
の
環
境
の
中
で
勝
ち
残

ず
、
ま
た
、
付
加
価
値
向
上
が
当

社
の
経
営
課
題
で
も
あ
る
た
め
、

取
組
む
べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
識

を
し
た
。
こ
う
し
た
新
規
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
他
社
に
先
駆
け
て

実
施
す
る
こ
と
は
、
先
行
優
位
性

が
あ
り
当
社
と
し
て
も
、
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。　

　

顧
客
か
ら
は
、
建
設
・
産
業
車

両
用
更
生
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
が
県
内
に
必
要
で

あ
る
と
の
要
望
も
多
数

あ
る
。
県
内
に
お
い
て
、

更
生
タ
イ
ヤ
製
造
工
程

を
設
置
す
る
こ
と
で
、

従
来
は
、
県
外
に
発
注
し
て
い
た

顧
客
の
受
注
が
可
能
と
な
る
。な

お
、製
造
面
で
は
高
い
技
術
力
を

持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
そ
の
ま
ま
雇

用
す
る
た
め
、
製
造
・
技
術
に
は

懸
念
が
な
い
。

�
今
後
の
抱
負

　

今
回
、
経
営
革
新
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
で
、
当
社
が
計
画
し
て

い
る
実
施
計
画
を
着
実
に
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
製
品
の
品
質

に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
顧
客

の
要
望
に
も
気
配
り
を
し
な
が

ら
満
足
度
を
高
め
て
い
き
、
当

社
の
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
た
い
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������

代表取締役 中瀬 常夫
所 在 地 下新川郡入善町青木１５４９－１
創 業 昭和６０年
事 業 内 容 タイヤ販売、タイヤチップ製造販売

産業廃棄物の収集運搬及び処理
Ｔ Ｅ Ｌ ０７６５－７２－０６７８

№128

３

�

旅
行
そ
の
他
の
役
務
の
提
供

を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

は
、
金
品
と
の
選
択
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

計
算

　

賞
品
に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額

は
、
次
の
よ
う
に
計
算
し
ま
す
。

（
賞
品
の
額
―
控
除
金
額
）×　

％
１０

　

控
除
金
額
は
、
同
一
人
に
対
し

一
回
に
支
払
わ
れ
る
賞
金
品
の
額

に
つ
い
て　

万
円
で
す
。

５０

　

評
価
額

　

貴
品
、
貴
金
属
、
書
画
骨
董
等

は
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
日
の
価

額
で
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
旅
行

は
、
通
常
の
小
売
価
額
（
現
金
正

価
）
の　

％
相
当
額
で
評
価
す
る

６０

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

当
社
は
、
広
告
宣
伝
の
た

め
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
を
設
け
、

そ
の
期
間
の
賞
品
と
し
て
抽
選
で

豪
華
海
外
旅
行
や
宝
石
等
の
賞
品

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
賞
品

に
対
す
る
源
泉
徴
収
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

　

そ
の
賞
品
・
賞
金
が
、
次
の
い

ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
す
る
場
合

は
源
泉
徴
収
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１

�

事
業
の
広
告
宣
伝
の
た
め
の

賞
と
し
て
支
給
さ
れ
る
金
品
そ
の

他
の
経
済
上
の
利
益
で
あ
る
こ
と
。

２

�　
万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ

５０

る
こ
と
。

広
告
宣
伝
の賞品

に
つ
い
て

更生タイヤ製造で
付加価値を高める

有限会社
富山ゴム

�更生タイヤ製造施設
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平
成
十
九
年
度
労
働
保
険
の
年

度
更
新
等
か
ら
、「
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
者
の
救
済
費
用
に
充
て

る
た
め
、
一
般
拠
出
金
を
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対　

象

　

労
災
保
険
適
用
事
業
場
の
全
事

業
主
が
対
象
で
す
。

●
納
付
方
法

　

労
働
保
険
と
併
せ
て
申
告
・
納

付
し
ま
す
。

●
料　

率

　

一
般
拠
出
金
は
、
一
律
千
分
の

０
・
０
５
で
す
。

●
計
算
方
法

平
成
十
八
年
度
の
労
働
者
に
支
払

っ
た
賃
金
総
額
×
一
般
拠
出
金
率

●
有
期
事
業

　

一
括
有
期
事
業
分
の
申
告
・
納

付
は
、
平
成
十
九
年
度
末
ま
で
に

終
了
し
た
工
事
が
対
象
の
た
め
、

平
成
二
十
年
度
の
年
度
更
新
よ
り

申
告
・
納
付
を
し
ま
す
。

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害

救
済
の
た
め
の
「
一
般
拠
出

金
」の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

　

富
山
県
で
は
、

近
年
の
高
温
傾

向
に
対
応
し
た

抜
本
的
な
米
の

品
質
向
上
対
策

と
し
て
、「
五
月

十
日
〜
十
五
日

を
中
心
と
し
た

田
植
え
」
の
実
施
に
関
係
機
関
・

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
富
山
県
米
作
改
良
対

策
本
部
か
ら
、
兼
業
農
家
が
大
半

を
占
め
る
本
県
に
お
い
て
、
経
営

者
の
方
に
従
業
員
な
ど
の
田
植
え

作
業
に
対
す
る
休
暇
取
得
に
格
段

の
配
慮
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
の
で
、

平成19年商業統計調査にご協力ください
～平成１９年６月１日調査～

�調査の対象、目的
　　卸売・小売業を営む全国すべての商業事業所（店
舗）を対象に、その販売活動の実態や分布状況及び
商品の流通状況などを明らかにし、流通産業施策の
基礎資料とするものです。

�調査することがら
　　調査票（Ａ３両面）により、名称、所在地、従業
者数、年間商品販売額、商品手持額など商業活動に
関する事項を調査します。

�調査票の記入依頼と取集
　　知事が任命した調査員が記入依頼にお伺いし、後
日、調査票を取集に参ります。

�調査票の秘密は厳守

�調査結果の公表
　　平成２０年３月頃、「平成１９年商業統計調査速報」
をＨＰ「とやま統計ワールド」で公表します。

�お問い合わせ先　富山県経営管理部統計調査課商工
係（ＴＥＬ ０７６－４４４－３１９３）
　　（とやま統計ワールド

http://www.pref.toyama.jp/sections/１０１５/）

□ 五福スタジオ／〒９３０‐０８８３　富山市五福新町５７６８
TEL:（０７６）４３２‐０３５９　FAX:（０７６）４３３‐７７６４
E-mail:ebisudo-gofuku@mb.viplt.ne.jp

□ 山室事務所／〒９３９‐８０２２　富山市山室荒屋５１４
□ 針原スタジオ／〒９３１‐８４３１　富山市針原中町１８１‐２

看 板 全 般

ネオンサイン

店舗　設計・施工

建設業知事許可（般）第５１５９号
富山県屋外広告業登録 第１８４号
富山市屋外広告業登録 第６１６４号

平成１９年度各種検定試験の実施期日のお知らせ
試　験　日応募締切日申込受付開始日回　数

６月１７日（第３日曜）５月１８日（金）４月１９日（木）第１４５回１．全国商工会珠算検定
９月１６日（第３日曜）８月２４日（金）７月１９日（木）第１４６回
１１月１８日（第３日曜）１０月１９日（金）９月２０日（木）第１４７回

平成２０年２月１７日（第３日曜）平成２０年１月１８日（金）１２月１３日（木）第１４８回
７月１４日（第２土曜）６月２０日（水）５月２８日（月）第６０回・３級２．販売士検定
１０月３日（第１水曜）９月７日（金）８月１６日（木）第３５回・２級

平成２０年２月２０日（第３水曜）平成２０年１月２５日（金）１２月２０日（木）第３５回・１級
平成２０年２月２０日（第３水曜）平成２０年１月２５日（金）１２月２０日（木）第６１回・３級
１２月７日（第１金曜）１０月３０日（火）１０月２日（火）（３級）３．商工会連合会簿記検定

◎各種の検定は、各商工会または商工会連合会へお申し込み下さい。

情報漏洩、セキュリティ対策に悩まされていませんか？

株式会社 不二越情報システム
〒９３０‐０９６５　富山市不二越本町１丁目１番１号
TEL：０７６‐４９３‐７２０１　e-Mail：fiscc@nachi.co.jp

・コンテンツ管理 /監視
・暗号化、ユーザー認証
・インテリジェント監視カメラ
・ネットワークセキュリティ(ファイヤウォール )
・シンクライアント /VPN
・スパム、ウィルスメール対策 一度

、ご相
談くだ

さい。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
田植えは

５月10日～15日に！

■健康保険の標準報酬月額の上限・下限および
　標準賞与額の上限の改正（平成１９年４月より）

　厚生年金保険については、これまでどおり標準報酬月額は「第１級（９８，０００円）から
第３０級（６２０，０００円）」の全３０等級、標準賞与額の上限は、「１ヶ月あたり１５０万円」です。

【健康保険標準賞与額上限の改正】

改正前
１ヶ月あたり
２００万円

改正後
年度の累計額
５４０万円

�

改正後改正前

全４７等級全３９等級等級

１，２１０，０００円９８０，０００円上限

　　５８，０００円　９８，０００円下限

【健康保険標準報酬月額の改正】
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お問合せ先日　時イベント名
０７６３‐２２‐２５３６福野商工会５／１�～２�福野夜高祭
０７６３‐８２‐１１５５庄川町商工会５／３�～５�庄川木工まつり
０７６３‐８２‐２５３９井波観光協会５／３�よいやさ祭
０７６‐４５４‐５１３８越中八尾観光協会５／３�越中八尾曳山祭
０７６３‐６８‐２５２７利賀村観光協会５／３�～５�利賀の春祭り（獅子舞い）
０７６３‐６２‐２１６５城端曳山会館５／４（祝、宵祭り）～５�城端国重要無形民俗文化財　曳山祭
０７６６‐５９‐２３２５下村商工会５／４�やんさんままつり
０７６６‐５２‐３５１０大門商工会５／１９�～２０�越中だいもん凧まつり
０７６３‐６４‐２２１１南砺市井口行政センター５／２０�　６：００～第１９回ふれあいヘラブナ釣り大会
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会５／２６�～２７�小矢部の獅子舞祭り
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０７６‐４７２‐０７１６上市町商工会５／２７�市姫さんど
０７６‐４６５‐５７００婦中町商工会５／２７�売比河鵜飼祭

　

第
十
回
売
比
河
鵜
飼
祭
が
、
二

十
七
日�
に
婦
中
町
の
富
山
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
横
を
流
れ
る

田
島
川
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
か
ら
、
約
千
二
百
五
十
年
前

に
越
中
の
国
司
と
し
て
赴
任
し
た

大
伴
家
持
卿
が
、
売
比
河
（
神
通

川
）
の
ほ
と
り
で
興
じ
万
葉
に
残

し
た
「
鵜
飼
」
を
再
現
す
る
も
の
。

　

会
場
で
は
、
鮎
の
塩
焼
き
や
婦

中
地
域
の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

二
十
七
日�
、
猿
倉
山
森
林
公

園
芝
生
広
場
と
そ
の
周
辺
一
体
で

「
猿
倉
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
る
。

　

朝
、
八
時
三
十
分
か
ら
は
、
御

前
山
登
行
会
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と

歩
道
を
歩
き
な
が
ら
猿
倉
山
の
初

夏
の
新
緑
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
芝
生
広
場
で
は
、

商
工
会
青
年
部
が
行
う
恒
例
の
勝

ち
抜
き
戦
「
ジ
ャ
ン
ボ
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
」
や
子
供
に
人
気
の
キ
ャ

　

四
日�
、
下
村
加
茂
神
社
春
の

大
祭
の
み
ど
こ
ろ
は
、
騎
手
が
大

弓（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）を
持
ち
、疾

走
し
な
が
ら
矢
を
放
つ
「
流
鏑
馬

（
や
ぶ
さ
め
）式
」。
矢
を
射
る
壮

大
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
歓
声
が
沸
き

あ
が
り
、
多
く
の
見
物
客
が
興
奮

に
酔
い
し
れ
る
。

　

矢
に
は
魔
を
よ
け
福
を
招
く
力

が
あ
る
と
さ
れ
、
的
を
射
る
ご
と

に
見
物
客
が
落
ち
た
矢
を
巡
っ
て

争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

や
ん
さ
ん
ま
は
「
や
ぶ
さ
め
」

や
ん
さ
ん
ま

　
　
　

ま
つ
り

下 村

疾走しながら大弓で的に矢を放つ

が
な
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
県
指

定
無
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
流
鏑
馬
式
の
前
に
行
わ

れ
る
「
牛
乗
式
」
は
、
牛
を
力
ず

く
で
押
し
倒
し
五
穀
豊
穣
を
祈
る

も
の
で
、
全
国
で
唯
一
の
奇
祭
と

い
わ
れ
る
。

ジャンボじゃんけん大会

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
町
内
の
企
業

や
団
体
が
製
作
し
た
「
風
見
鶏
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し

物
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ッ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
、
特
産
品
販
売

も
行
わ
れ
、
大
沢
野
地
域
の
各
種

団
体
に
よ
る
出
展
も
あ
り
ま
す
。

売
比
河
鵜
飼
祭

（
め
ひ
か
わ
う
か
い
ま
つ
り
）

婦中町
鵜
飼
を
体
験
す
る
子
供
た
ち
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〈電鉄富山－信濃大町〉

�立山・雪の大谷ウォーク�
４月１７日 ‚～３０日 • １０：００～１４：３０

�雪の壁散策�
５月７日 •～３１日 ” １０：００～１４：３０

【お問い合わせ】
立山黒部貫光㈱営業推進部

� 076-432-2819
http://www.alpen-route.com
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第
二
十
回
猿
倉
山

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大沢野
細 入


